
　『守りたいものは、繋がっている』という

キャッチフレーズで、SAVEシリーズなる商

品を私たちは、沖縄県内外へ販売をしてい

ます。

　これは、「山だけ」「海だけ」では本当に守

りたいものは、守れない事を多くの人に

知ってもらいたいと考えているからで、

「特に注目される『サンゴ礁』も『山』がダメ

になれば、それもダメになってしまう。」

　特に忘れがちな干潟は、その浄化機能の

重要性は知られていない事実であり、ま

た、それを守ろうとする団体こそ、草の根

運動の手本のような活動を行っている事

実も多くの人に知られていません。そこ

で、今年の寄付先を、偉大な浄化機能を持

つ海の大切な場所『干潟』への支援としま

した。

　今回は、私たちの良き理解者でもある、

ヤンバルクイナの保護活動家と話をし、本

当に活動資金を必要としている、団体へ寄

付することにしました。そして、選ばれた

のが『泡瀬干潟を守る連絡会』です。

　その贈呈式の報告と泡瀬干潟について

ご紹介したいと思います。

　私たちは、かねてより、アイランドブラ

ザーズの商品を中心とした、自社オリジナ

ル商品の売上により、「沖縄の自然環境を

守る活動」の支援を行っております。

　この取組みは、1％ FOR THE PLANETに参

加する以前からのもので、過去には、ヤン

バルクイナの保護施設、サンゴの移植に取

り組んでいる企業への支援でした。

　2009年より「1％ FOR THE PLANET」に参

加し、より、しっかりとしたプログラムに

することにしました。

『守りたいものは、繋がっている』
山から海までの繋がりがあってこそ、沖縄の美しい自然は保たれる。

私たちは、「沖縄の自然環境を守る活動」を応援しています！

『泡瀬干潟を守る連絡会』

2001年1月に泡瀬干潟を守る為に結成された団体で、泡瀬

干潟埋立に関する住民投票条例制定運動、干潟の調査活

動、保護活動、県民市民への広報活動、沖縄市・県・国、環境

省等への泡瀬干潟保全の要請、泡瀬干潟「自然の権利」訴

訟、干潟の観察会等を行ってきた団体です。



贈呈式会場となったウミエラ館 ! 2011.6/18（土）

泡瀬干潟を一望できるパノラマビュー

展示品（右）：展示台の中には、美しい模様の貝も
展示品（左）：紙で作ったミナミコメツキガニ

　贈呈式の会場になったのは、「ウミエラ館」。館内には、

約120種類の貝が展示されいます。窓際には、プロが使う

高性能スコープもあり、バードウオッチングを楽しんだ

り、干潟の生物を知る環境が整っています。

　式までの間、スコープで干潟にいる鳥を観察しました。

この日は、海面ギリギリで、魚を補食するコアジサシを見

る事ができました。



贈呈式の様子 ! 

　テーブル上のSaveシリーズ及びアイランドブラザーズオリジナ

ル商品の売上の1％（寄付金：￥246，262　期間：2010年2/1日～

2011年1/31日）を泡瀬干潟を守る連絡会へ贈呈しました。

　泡瀬干潟を守る連絡会、共同代表の小橋川さんからは、「沖縄の

宝であるこの干潟を、未来に残していくために、この寄付金を活用

していきたい」と感謝の言葉をいただきました。

　後日、その内容は県内の新聞にも掲載されました。

左から　アイランドブラザーズのスタッフ、小橋川さん、前川さん、ウミエラ館/館長：屋良さん

沖縄タイムス　2011.7/1



でその姿を見ると、その美しさ、生物の豊かさに感動を

覚えます。このパンフレットを作成するにあたり、干潟の

素晴らしさを、多くの人に知ってもらいたい！という想

いがより強くなりました。

　私たちは、これからも、「沖縄の自然環境を守る活動」を

行う団体の支援を続けていきます。

そして・・・・私たちができること！

式の後に・・・・サンゴの産卵観察会に参加！

泡瀬干潟を守る連絡会共同代表であり、写真家である小橋川共男さんの写真。干潟のパンフレットにも、多く使用させていただきました。

ヒメマツミドリイシと海草

泡瀬干潟　朝の風景

クロツラヘラサギ ホソエガサ

トカゲハゼ

　　　　　　　　　　船に装備されているGPSを頼りに→
サンゴの産卵ポイントに向かいました　

クビレミドロ

　21時に泡瀬漁港より、サンゴの産卵現場まで船を出

し向かいました。観察するサンゴは、毎年泡瀬の海で産

卵をする枝サンゴのヒメマツミドリイシです。

　当日の泡瀬の満潮21時10分頃から1時間後に産卵が

みられるとのことで、スタッフとじっとその時を待ちま

したが、その日の産卵は確認できませんでした。

　今年は例年より海水温が高いため、産卵の状況が違う

という説明と、台風の接近もあり今年の産卵の確認はで

きなかったと、後日サンゴの産卵の件で連絡会の方より

お話を聞く事ができました。

　今回は寄付金の他に、デザイン業務で、「泡瀬干潟を守

る連絡会」を応援することにしました。私たちはデザイン

業務を中心としている会社なので、それは弊社にとって

も負担の少ない支援だからです。

　現在、干潟のパンフレットのデザイン作業をしてます。

『遠くから見るとただの、泥地。』と思う干潟ですが、近く

海上から見る市街地と月



オニヒトデ：本当にオニヒトデは海の悪者なの？
　　　　　  そんな思いを表現したTシャツ。

オニヒトデ FRAGILE3

↑Pokke 104　コラボレーションタンブラー

↑Pokke 104　ポストカード（切手付き）

FRAGILE3：地球の環境問題をテーマにしたTシャツ。

Typhoon Calling 2：沖縄のデイゴにまつわる言い伝えを
　　　　　　　　  デザインしたTシャツ。

「沖縄の自然環境を守る活動」を応援する。

1％ FOR THE PLANET　商品の紹介
私たちの商品は目的別に寄付先を熟考し、本当に活動資金を必要としている団体を応援しています。

アイランドブラザーズは1995年、弊社直営店として国際通

りでスタートしました。サーファーを中心に立ち上げたブラ

ンドなので、サーフテイストのデザインから、環境問題、反戦

や平和、沖縄の文化や風習、遊び心たっぷりのデザインTシャ

ツまで、グラフィックが売りのＴシャツを

中心とした、沖縄発のブランドです。

「海辺の環境を守る活動」を応援する。

『クイックール90』は沖縄の強烈な日

射しにさらされているサーファーと

美容の専門家とのコラボレーション

で生まれたスキンケア商品です。

『SAVE!』という合い言葉のもとに、より多

くの人が、危機的な状況にある沖縄の自然

に興味を持ち、それを多くの人に伝え、考

えてもらいたい！という想いから生まれ

たシリーズ商品です。

シリーズ商品

プロデュース：株式会社　アドプロ
販 売 会 社：有限会社　IB コーポレーション

寄付金先
サーフライダー・ファウンデーション・ジャパン

販売会社：有限会社　IB コーポレーション

Typhoon Calling 2

デザインTシャツオリジナルアロハ


